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蜂苑会役員あいさつ 

 6月に入り、日ごとに暑さが増してきました。７月ももうすぐですね。こまめな水分の補給をし

て、みなさん暑さ対策、熱中症対策に努めましょう。 

《特集１》薬物乱用防止教室 

 ６月 11日（木）の午後に、薬物乱用防止教室が開催されました。 

 

 

 

 
↑ 講演者の話をみんなしっかり聞いている様子でした。 ↑ 

 

《特集２》3年生探究発表会 
 6 月 16 日（火）の 1～4 校時に 3 学年の探究学習の発表会が、

第一体育館で行われました。 

全部で 15 の班に分かれて、各班の学習内容の発表がありました。

また会津美里町の役場の方も発表会の様子を観に来られていました。 

 

 

 

 

 
← 会津美里町役場の方の参観の様子。 
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《特集３》生徒大会  

 6月 18日（木）午後に、生徒大会が行われました。当初は 4月に行われる予定でしたが、しば 

らく学校が休校になり、約 2か月遅れての開催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  ↑ 議長団あいさつ 

↑生徒会長あいさつ  ↑校長先生あいさつ 

 

↑会務報告（書記） 

           

↑生徒会執行部役員            ↑決算報告（会計）      ↑監査報告（会計監査） 

 ◎生徒大会の議案は、すべて慎重に審議され承認されました。◎ 

  生徒のみなさん、しっかり審議していただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 学校委員会メンバー （学校委員会委員長・副委員長・書記、各委員会委員長、 

運動部代表、文化部代表、各部活動部長） 

  委員会のみなさん、今年一年どうぞよろしくお願いします。 

 

↑ みんなしっかり大会要項を見ながら、議案を審議しています。↑ 
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《特集４》いよいよエアコン稼働！！ 

  ６月に入り気温も上昇してきました。６月１３日（土）から１４日（日）にかけて、エアコン

の発電機の設置が行われました。 

 

 

エアコン稼働時は窓を閉め切らないで、 

換気された状態で教室の使用をお願いします。 

3密のひとつ『「密閉」はダメ！』にご協力ください！！ 

※3密（3つの密）って何？ 

3密（3つの密）とは、密閉、密集、密接から名づけられた言葉です。3つの「密」は、日本にお

ける新型コロナウイルスの集団感染が起こった場所の共通点を探した際に、この 3 つの密が共通

となっているということが分かり、コロナウイルス感染症を避けるためにもこの 3 密を控えるよ

うにすることを求められています。 

 

《特集５》生徒会長、ラジオに出演！！ 

 蜂苑会会長の三橋博斗くんが、６月２２日（月）夕方５時半から

NHK福島放送局のラジオ放送に生出演しました。 

 NHK 福島放送局で、月曜から金曜まで午後５時から６時まで

NHK 第１ラジオで放送の『こでらんに５』の月曜特集の「Go！

Go！ハイスクール」に会長が出演しました。 

   ↓ 放送直前、入念にラジオ台本を確認中！ 

 

生徒会顧問の→

伊達先生も何だ

か「ニヤニヤ」し

ています。 
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◎放送終了後、三橋博斗くんにラジオ出演の感想を聞きました！！ 

「ペンギンナッツの方々にいろいろ笑わせてもらい、気軽にトーク 

することができました。 

改めて大沼高校の魅力などを再確認できて、いい機会でした。 

バレー部顧問の先生のことをもう少し話したかったです。」   

（テヘペロ） 

              

《特集６》いよいよ夏本番！！ プール大掃除 

いよいよ７月まで１週間あまり。いよいよ夏！！夏といえばプール、

プールといえば、夏ですよね。 

６月２５日（木）の放課後に、体育科の先生方と陸上競技部、バレー部

のみなさんが参加してプール掃除が行われました。夏のまぶしい日差し

が水面にキラキラ（ギラギラ？）輝く！・・・んー夏！って感じです。 

↑陸上競技部、バレー部のみなさんの協力で、プールがきれいになりました。ありがとうございました。 

《ミニ特集》図書館散歩…今月は新たに新コーナー登場！  

◎夏本番、暑くなってくると読みたくなる本、そんな作品を３つ紹介します。みなさんは暑くなってくると

読みたくなる本って、ありますか？ （以下の作品は本校図書館にありますよ！！） 

１．江國香織『すいかの匂い』…あの夏の記憶だけ、いつまでもおなじあかるさでそこにある。つい今しが 

たのことみたいに—バニラアイスの木べらの味、ビニールプールのへりの 

感触、おはじきのたてる音、そしてすいかの匂い。 

２．須賀しのぶ『雲は湧き、光あふれて』…高校野球の球児たちの熱い情熱が描かれた、汗と涙がきらめ

く、感動の高校野球小説。 

３．佐藤多佳子『サマータイム』…佳奈が十二で、ぼくが十一だった夏。どしゃ降りの雨のプール、じたば

たもがくような、不思議な泳ぎをする彼に、ぼくは出会った。左腕と父

親を失った代わりに、大人びた雰囲気を身につけた彼。そして、ぼくと

佳奈。たがいに感電する、不思議な図形。 

↑放送が終わり、ホッとした様子。 


